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かじ見ればf’（，市11ヲ考察に属する。したがラ亡著者の詳し

いct張内下手には〈にち入らず，ここで取り f・.:fじれてL、る

項目のみを紹介することにする。

、＇－i論文では，大きくわけて下記の：l,C,，よかr，マルクスの

思想、が型経理される。

① マルクスの社会理論

② 階級支配の理論

③支胞と政府のメカニズム。

C，では午、在プJWt合と生産関係概念の区分・両者の相互

依存関係・商t!:J的生産様式下における階級と階級的差異

の形「＆n:ctず幣理される。しかし，一存者ーはそれにとどま

るととなくホけホづエJレトに信d処しつつ rJi怜1モヂル」

とLごの主t段式慨念のほかに，経済体系，経済構造の

2概念を定義し，階級支西日の具体的分析のツールも提起

している。著者はまた，こうした複合的アプローチを上

部構造にもつらぬき，たとえば順機能的上部構造と逆機

能的上部構造の区分が必要であることを強調している。

i土附収支｜犯の内容を「経済的支配」，「政府＇ t'J支配J,

r 1干す口ギーi'i'J支配」の3方面から分Viする。ここで

は特に政治il'Jk:i'i,1Eイデオロギー的支肥の分析に重点が

おかれるc l二＇~ 2形態の支配左経済的支配との関係・両

者の1I！任問係・国家の任務と機能・ l司京の引と経済的支

胞の内容との関係等が考察されている。

箸手干が最もカを注いでいるのは③「支配と政府のメカ

ニズム」である。ここではマルクスの「1828年～1850年

のフランスにおける階級闘争」，「ノレイ・ボナバルトのブ

リュメーノレ18日」が主たる素材として利用され，「政治現

象にかんする、勺Lクスの理論部分は、それほど体系的に

示され C'Lいなければ正確に述べられてもいなL、。

けれども，かれは，社会＝政治現象 にかんする唱ひ

じ上ろに多くの具i本的分析を残したO －（これらの具

体的分析は，－5開者〕諸カテゴソーの一定の統一体

を作り出そうという企てにとっての，根拠としても役立

ちうる。J( 2～3ページ〉とする観点から，著者独自の

構成に従って整理がすすめられる。取り上げられるテー

マは，支配階級…政治家ー官僚の相宜関係・後2者の役

割引II対的に独自な性格・政府と支配附級の関係・『直

接的政治支配lと「間接的政治支配」円、加型区分および

三れと間連L；・政治支配のメカニズム・「間接的政治支

配」に 1）札7目的な 1シーザー主義的な型の政1tr」 (50ベ－

~} jの「I：格・「権刊の保障」と「政府への直接的影響力」

(52ページ）・さらにすすんで一階級の政治活動による他

階級の政治支配確立の問題・階級利害の諸類型・階級利
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本書の京：者ヴェソウオフスキ教段l土現代ポーランドの

指導的社会学者のひとりである。現{Eワルシャワ大学社

会学研究所所長であり，ポーラン iご科学アカデミー哲学

社会学研究所の社会的成層研究部門主任をかねている。

またポーランドの社会学雑誌r社会学研究』の編集委員’

科学アカデミーの予測委員会発行『西暦2000年のポーラ

ンド』の編集主任もっとめている。主箸には『階級・階

層の社会学的研究』，『階級・階層・権力』がある。（「訳

ItあとがきJ)

本書は独立した四つの論文かじ構成さわる。

(1) 「マルクスの階級支配論i

（引 「H：会主義社会の社会的1浅沼j

(3) 「ポーランドにおける階級構造の変化」

(4) 「社会主義社会における階級構造変意の計画と予

if{ljJ 

第1論文では，階級および階級支配に関ナるマルクス

の思想、が，基本的カテゴリー（史的唯物論を構成する〕

にはじ士って，兵体的政治誇羽匁のj誌におけるf『政治構

造』お上び『政治過程』の『個別的諸要素fの明確な区

分と入念な分析J(40ページ〉にいたる主？．カテゴリ一

分析を中心として整理・再構！えされる。 iil2 1前文では，

社会主義社会における「階級i't'..1J差異，手lj喜矛盾，利害

高藤等の問題が取り上げられ理論的分析がなされる。第

3論文では草命後のポーランド社会における階級・階層

構造の変化が実証的に分析され，第4論文では，今後の

展望にかかわる問題として，階級の性質・階級問の社会

的構・階級関および階級内の諸［＼！，J係を変Jtともj象とする包

J町内百十JLI日1;：取り上げられ，立案とお¥lllの河川t；法論上の

諸問題が検討されているo

以下，各論文について要旨を述べること tこする。

1972年中央大学出版部
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当論文は，本書の主要テーマ「社会主義と階級変動」
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　社会主義社会の社会的成層
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主と階級意志の関係・従l吾1階級の政治的：Jpn源泉とその

闘争の意義・諸階級の均衡の内容と LJW:j汀華々のけ格・ ii~

家権力の fl律性と階級乞自己の関係~， 多岐にわたノてい

る。

J・.J己の上うな多Hur＇むな分析はお： r,－においてはlJ会－b＇，に

干上会をもkJ匁） ！，すーる今 Ii(t'.lhii!r勺＇rc;ll果i;¥(j!, t!lJj![f-ifナられて

いる。それは，たとえば［ここに示主hiこマルケスの只

illドj・歴史的分析は♂千I］害集団論やノLワー・工リート論

ムシ日ffJf!jlj論ご広く論じ人れこL、る tくの諸fl：］起にご！ゐんすー

ふ研究に， f)専l!J,:ある出発点在従w；しうるということが，

強調されねばならないっJ(72ベーシ）どしウ誇：／＇icり己一夜

からもIザjんかであ九う。

Ill 社会主義主i会の社会的成！り

、＇l論文は本書；のなかでι！？心的i立l玄をしめ iごし、る。ここ

でのテーず Iti会主義社会の階級構造の11:J組j (78・ιー

ジ）についごは［ポーランドのti：企学行や；：：；：，庁、子frのあ

いだ（＇活発に議論されている cJ：題乙ふるφI(78ぺーし、）

と著tr-は指摘し、 下；，己の三つの問題.~むをおこ t( ＇）コ

(1) マルケス u主の附級t活ii'umiおと司会 i~ti 会山ぷ

条件

凶社会し誌社会における社会的吠店内特江

市社会主義社会における手IJR手むのJ,q品、

まず第 1の問題について見よろ。

マルクス：Ll主の階級構造聞論にとれ1:f.・＇！＇.二"I':］をとれ

関係によ.，ぐ搾11明断tzt I史搾11正階級の「紘一本（J'.J黙級jが

規定される。したが ・） てプ口しケ I）ア，w命のit;¥lt11ミi＇了
子段の所有訂による搾取が1奄棄されるにと I,な＇＇，労討 iJJ

1号階級は消滅する。だが存斉はここで、 r ・'i;f,R'fi"i i士

その社会的位慌の，L喫t(特性を1とうが．それにじ》て；｜

動的に｛也の；；M＜＇計千 J士もH返りさらわらぶきはなw～I (8（）ペ

ージ〉と←｝：娠するラ i皮らはあL、点、わらず「社会的分業の

なかでm, j-,1) f/i i註をしめ，ある一定の／主j正引l'Z入・mτ－

生活様式・政治的態I［•その他数多くの主要な社会的，；t;

特刊：ないしJ者1,1'，刊を tっている＂ I （向。ベトジ）。これじ

を若者は「十！会i’Y-Ji¥/fll'士／こは社会的地似の特t'I （日1ペ

ージ）と呼ぶ。

次に第2のI/日:lli，こ人る。

社会主義の fでは全ての市民が’H立f一段仁社L斉局的

関係に入る結果，社会的地位の諸特性は竺i宅手段を の問

係の規定的影響か人解放され，こjtc.,o；，者特性i土「「l作

j'i(Jjに存イ正しつづけることになる。つまり先にも述－＜よこ

ように，諸階級は消滅Lども f社会的成層とよびうる？｜

実 評

会的差異i土存在するのである。 l〔田ページ〕。とうして

次には社会的北層の分析に入る。ここでまず著背の関心

をよぶのは，複合出J構成を持つ諸特性の分解現象である。

この分解羽魚どは，資本主義に特有な諸持作のi土；.1芝な一

致（フ勺レ：；＇：，アにおける高収入水準・布教育水準・高い

凶伝．労働rrにおけるその逆の一致〉が社会E誌では分

解ナる上うになるということである。苓在は，この分解

明宗こそは革命的変革過F止の産物であると規定し，社会

(1'.;;Q異の均 化過程は，こうした現象とともにすすむも

c'l C' ,:i,i,るとしてL、る。

ここで占転して第乃の問題つ主り「社会主義社会にお

ける手I］宍矛盾」の問題に入る。これまで，もっぱら社会

(tヨ者呉川住注確認と革命的：店主過程におけるその縮•J、現

決が考察されたのに対L，ここでは怖小i品位の逆行にも

かかわらず社会的完異が)jiに資本主義からひきつがれた

とLぺだけではなしに社会」義ドに再生産され，これを

)i¥；備に利害矛府が発生するJ力二ズムがすき案される。こ

のfおけば＇＇3J命ーとの枚心でなlる。著者臼.q’が［これ士でこ

の問題はず，，.7ス1二諸学者によコてほとんど研究されて

こぷか一、た Lf,Jf1Eされたとしてもむしろ偶然的にふれら

れたにすぎなかった，」(87・トジ〕と強調してL、る。

社会的正具したが J てまた手I］人：矛川（T）悲礎として若許

がむ起するのは沼 lに「労i副，；こ1／.＿：じた分配以込山であり 【

リ； 2；二｜そし門／JJl¥iJの適用における H・乃さ」（8（）べ－ c) 

三ふる。 I、1iitht「労働しり質Jに関連十るものとされる。

1交？？；土’:'i.i!到のはをはかる正確な尺度の欠如によって説明

される。？干－［＇，－；こよれば同 nともに右：（品的手I］主計）百を生み

/Iiすが， i支計一日〕H;;f，には敵対（J'.):；－｛－）目ーへの'ir'll｛つまり「擬

{J::.l搾取」（90くージ）の可能性があるとされる。干lj害矛Hi

c-'1,C.、JI塁（t'J（日lj；目flニJ ヲ

j与lミ；l I (90～91・く一ン、）をひ、きおこさ f手いが’ i長官では

そのf,J詑「｜：の強L、ことが強調される。

；＼くには諸集しtl11司の干1］吾矛j百と国友三政府の絡まり f,＼、

が分析される。社会主義では分配は政府によって次之さ

れ勺ために， ,1:1]'；引も藤が生じた場九 「忠；まれた集団」

unくージ〕を攻壁書するよりも l直接的祝日,I］者」（山ベー

シ〕としての政府士攻撃する出、った特殊な心理状況が

発生することが指摘される。こうした集団問蔦藤意識の

付政府への「g.転」（94ページ）は社会主義では不可避と

される。

品集団関の利害同様とならんで，もうひとつの蔦藤意

鵡発生の基礎が従起される。それは「賃金体系を定める

ぷ任を負う集団」（叫べーシ）つまり政治的Jt.導背たちが
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　ポーランドにおける階級構造の変化

　社会主義社会における階級構造変革の計画と予測
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評

「高すぎる給料J(95ページ）取る湯冷であるとされる。

最後に社会主義においても「労働に応じた分配原則」

を基礎に地位諸特性の一致化現象が生じることが指摘さ

れる。つまり収入の不均一な分配Iとともない，教で7・文

化的消費の分野でも不均一な分配がひきおこされ、ここ

から労働の資質・ ¥11.育・収入・威信（＇）－－－致化がノ j：＿じるこ

とが述べられる。

こうして務省は諸価値の分配における現在の状況とし

て、 「地位議特性の一致J(102へーゾ）と［地位認特性

の分解」（1山 ζ・－／）という：つの対抗的傾向が存irす

ることを指摘し， i'Jfi者は「労働f.::.J，，じじた分配JJ制iJiど結

びついており，後者は「平等主義的理念」（102ページ〕

と結びついているのだとする。

IV ボーアンドにおける階級構造の変化

当論文では，戦後20年間のポーランド社会構造におけ

る基本的諸変化の性質が検討される。それは次の三つの

レベルから考察される。

① 干士会構造全体における泣けリ・構成比的’変化

⑨ 個々の階級の内部における変化

③ 個々の階級・階層の問における社会的差呉の縮少

第 1の問題では，社会主義的工業化を基礎に下記の諸

羽象が指摘されj千々について数法的把握が試みられてい

る。労働者階級のJi/'／大・非肉体賃金労働者（ f 〆〆・／・ 1）グ

ンツィア）のより急速な増大・個人農民と小商品生進者

の減少・労働者階級内での農業労働者の減少・大中規模

の工業および近代的な建設業、鉱業lこ働く労働j斉の比重

用大と他方における失業労働汚， j機人や徒弟，内i凶行や

召使の比重低下・年肉体労働者の総業構成における＇！＇：’吏

溜の比重低下・兼業農民・の出現・農村における非農業従

事者の滑大・以上全ての変動と結びついているととろの

社会的移動の強力な進行。

第2の問題

民の各階級につL、て内部構造♂〉変イヒ力2分析さhご、イ、主込。

労働者階級の変化としては，優秀な労働者の管態的諮

組織への移動・職人，農民，都市小フソレジョアジーによ

る祷充・複f,(t'］で分化した構成から生じる政治！？な態r¥t,

職業訓練，労働規律，労働f1!WJ等の面での困難の花生・

最近における物質的，教育的水準の上昇に示される前進

的傾向が指摘されている。

インテリゲンツィアの変化としては，やはり工業化に

ともなう労働者、会民からの大量流入と質的｛J＼下現象・

その結果としての／U身階層済成における労働号、 ~W：の

IOO 

比謹上昇・高等教育の発展による若年化傾向・水平1¥J,

垂直的分化の深化およびその結果としてひとつの階層へ

の所属窓識の稀薄化・価値体系の変化（人文的諸価値か

ら技術的・実践的諸価値へ）等の現象ボ指摘されてu、ぞ） • 

fミ｝交の変化としごは＇;t業改革による l，，燥化現象・工業

化と教ff体系の拡大ににる農民の労働-r,・Iじインテリゲ

ンツィア化現象・幾民経営と一般的国家経済計画の密接

化と協同的活動の進行・生活様式の都市化現象等が取り

！パ↓・， jlている。

:n :iの問題では＿LどLて労働者階級と （＞テリゲンツ

ィア問の差異縮少過程が考察対象とされる。所得格差の

縮小・生活様式の平等化・耐久消費財普及度の接近・日

常生活における諸関係の一般的民主化・誉諮，衣服にお

frる汗今性の進行・職業威信評価上の茅呉縮小等が取け

卜・.：t↓＼れている。どがl,i]I待に，教育． 文化生活面におL. 

ては大きな差異が存在することが強調されている。

V 社会主義社会における階級構造変革の

計画と予測j

当論文で検討されるのは「個々の階級の性質・諸階級

のあいだの社会的な憐・階級間および階級内の諸関係、の

受市I(163ページ1企付象とした特殊な汁j1Ujである。

許？？によれば， 二う Lfこ計画はこれ支で仔在したこと

がなく，現在あるものといえば直接的な経済計画のみで

あるとさtもる。

次にこうした計聞にあってはまず，現在のような 1閣

の人lIi未分化の大衆として扱う単純な社団方法は， も

、と悔：~的な方法；こと♂｝てかわられなけれlまならなU、と

される。

t記の基本的観点に立ちつつ，著者は計画立案の際に

士ず1要求されるのは，第 lに「想定される技術的，経済

｛仏教育的変化を個守の社会階級において生ずる諸発展

土諸過認に『翻訳』することJ(168ページ）であり，第

2にその前提としての現状に関する包括的な社会学的調

査研究であると述べる。

だがちとはこれらの想定さるべき発展傾向の予測は種々

の要問（六つを列挙）かムきわめて困難であり，現住可

能なのは，せいぜい社会主義的政治綱領の存在とそれに

もとづく計画的集団活動を前提に，いくつかの一般的諸

傾向の予測をおこなうことにすぎないとのべる（六つの

一暗号的諸傾向を列挙、）コ

ここで著者は予測の 般的考察』こ終り，予測の際には



　若干のコメント
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書評

1-ll）考察中の現象の将来♂）tt'tffこ；ょう安全 ＇f‘えるような言j- v'l JL、通認識に悼しているといって主いだろう。 （もっと

l由fl'{J活動と，（2）そのような影響を与え乃けれども計画に も多くの；g-ft，社会的差異の主要な基礎は‘ ｜社会主義

上っとおおわれていない工うな諸過l'i'cの影響とを研究し れな所ffの二形漫の存在jという j可ru形態打ffiiに求められ

なけれ；まならないJ(178，，一手）と強刊する。なぜなら ろが 。j

階級・階層構造の進化は，め変化の出発点，ほ，JI阿(i()l?;・ だが社会的差異とは→応区別されるところの社会的対

話：)j‘（め活動から独文した過院に依存しているからであ之〉 _¥'f.のtHJ趨について見るとマルクス主籍者の問には大きな

とする。 見解の相違がある。訳者が「訳者あとがき」で婆領よく

f,/}ljに関述して著背が特に盟主視するのは変数予測のfMJ 強王監しているように，たとえばソ連では社会的対立の存

凶で iらる。ここではまず｜河川Jハ！主的次冷とその機能の (1',j仁川lι5AL，社会的差異の克服につLても来倒的な見

と、喋条件が社会的労働組M¥tl: Mi酬体系合i必定し，それゆ ,,ljしがj：似せられるのに対し， 7こどえi:trp ［工lでは社会的

えにんょうどそれに対応Lたひと’）(/ J J¥IJの客観的社会的 ¥I、三 附似t¥J立の存在と階級闘争のと＂＇.，けがうすけ；同せられ

れ＇Li立の属性群が存在しうるJ(182・ > > ）とする「技術

iiと，t,t，向Jを批判しつつ，そ Lて生／ニ二・） Lた技術決定論

の観点から技術進歩が必ず社会的建具の拡大をもたらす

とする見解を批判しつつ，著者は「（1）筒iい労働生産・Itーを

保証し，（2）社会主義的綱領実現のための最上の諸条件を

作り出すような，作業集団と金生産体の組織を助けるJ

(181ページ〉ような技術の変数を考えることができると

HJ什る。こうした観点は社会LT却下j生活様式の計画化

のう刊If（こも貫徹される。生活保子＼＇： itll¥!f/'.U1ワにしか計画で

きなL、うえ，これが多数の変数から持；N主れているため

に，，¥-I珂化はきわめて関難t：.：ウにそれに L／≫かわらず生活

様式はその諸変数に作用を加える 4とによって選択可能

となるのだとされるのである。これらの変数の中ではた

だ二つの定数だけが必要とされるJl]i.等性」（185ページ〕

と「社会主義的倫理」（185ページ〕である。後者は社会

主義においては特に重要だが，これ自体，生活様式の沌

物守あるということから｛外見！？りな《今に頭をさげずに

すむためには，われわれは将来♂別会iJ量的生活様式の

多様な諸変数を構成することに想像力行動かせねばなら

ないのである。J(1部ぺ一円とし〔変数予測が倫理的社

会i義建設のうえで果たすm斐な役剖について注意をう

ながすのである。

日若干のコメント

著者の主張の核心はどこにあるか？ それはまず第 l

に，社会主義における社会J苦集団11:1の関係を分析するに

際L，単にそこにおける任会的安uio川'y(1－.の確認にとど

まれず，社会的対立＝手I］＇’i

すすんだ点にある。社会的差異の了j引については著者の

みな人ず，多くのマルクスi二義汗が指摘していることで

あり，またそれの基礎に「労働に応じた分配原則」 （社

会主義の基本原則〕そのものを設定する見方もまた彼ら

どが町 ここで本書の第2の核心を述へなければならな

いのだが，同じく社会的対立の存在在強調するにはせよ，

本舎の箸殺の場合にはその発生根拠は「労働に応じた分

自己」に求められるのに対し，中間ではブノレジョア的要素

の残存，再生に求められており，しかも結局のところ主

空しで!flフツレジョア分子とブルジョア意識の残存，およ

び： Ji「》をJ，乙礎とするところの帯r-

1，自 1存ノんjIι／〕発生に求められる。 この内背の十II還は一見し

こl 二九，w-1'.ポ社会的対立の物·1.~1＇内恥礎にit I l L，後者

itそグ） { --;cご寸ロギー的側面に注 HL fこかのようにみえ

る。また前者が社会主義の原理そのものの内部に根拠を

見るのに対し，後者は社会主義の原理の外部に板拠を求

めているようにみえる。要するに両者の相違は単に理論

kのそれにすぎないかのように見える。たしかに相違点

をこのように整理しても誤まりではないと脅えられる。

'. IJ、しこの相違は，これらの理論的犯握を生み出した背

！完全汚えるとき，実践上きわめて大きな、むしろ敵対的

l竹内をドjつように評者にはおもわれる。内、工、ノウオフス

コ；一教Jそのは解は，第4論文からも推測できるように基

本llり;,: ；土fよけの社会主義諸制度の民主化（もちろん著者

はこれをはっきり提起している訳ではないが……。）への

志向を背景としているのに対し，中間の見解のそれは，い

わゆる「整風運動」（「文化大革命」もそのひとつ〉の理

論的支柱を構成しているものである。後者の場合は社会

i 主主革命fをも｜日体制復活の意図をJ与った皮革命行為が組

川法的におこなわれているということ全E理論的にl没定する

二とでふ、ご．ここからは当然のことなが「，こうした反

市命（！＇） －’，， Lヨア分子を摘発しようとする「反車命粛清J

運動が得易に提起されうるのである。このtlh合，通例，

「敵」は闘に見えず，マルクス主義の看板を掲げている

はずであって（中国の論文でも指摘されている〉，きわめ
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て恋志的な敵味方の区分，レッテノレ貼りは避けえない。

こうしたことは社会主義的倫理を踏みにじることに他な

r:，ず共産主義の建設をますます遠のかせる結果しかうま

ない。元来， 「人民の利益」に敵対する指導者の排除は

社会生活における日常的な民主的運営のなかでリコール

という方法でなされるべきであって，市民 1人1人の主

体性を基礎とする民主主義の深化だけが唯一可能な解決

方向であるはずである。主として意識のなかに問題の鍵

を求める理論は，これが意識の領域tこ主で暴力的＝行政

的手段の行使を正当化させる限りで11':'1＂主義の定着と発

展，ひい亡は共産主義の理念ども矛盾するものといえる

だろう。

だが，ヴェソウオフスキー教授の見解iこまjL、ても次の

疑問が残る。つまり現実の問題の解決にあたづて，現実

の改革ではなくて，むしろ認識の領域に逃げこむように

おもわれる点である。たとえば毒事者は「擬似搾取」の問

題について，これを「労働に応じた分配原則の不十分な

適用jによって説明しているが， 1うえ1－自身述べているよ

うに「一般に，賃金の全体系が『？千人iこはその労働に応

じて』の原則にどの程度一致しているかを語ることは，

きわめて困難なのである。J(89べージ〕しか主この rm
難jは若：者ーによれば f労働の説（ぃ ）をはかる正確な尺

度を開発することがこれまでできなかやたことにある」

(89ページ〕とされるのであるが，こうした正確な尺度

を技術的に求めることは本来不可能ではないだろうか？

つまり労働の質を測る尺度をある労働の社会的生産に対

ナる貢献度と解した場合，相互に代替不可能な異種労働

の問に貢献度を測定することは不可能であると考えられ

るし，もし労働の震を労働の社会的再生産費と解したと

しても，それは大幅な枠内での変動が可能であって唯一

かっ厳密な水準を決定することは不可能であろう。むし

ろとの水準決定で最も重要なことは社会的にこの水準が

ノーマルなものと納得されるということであろう。そし

てこれはただ，考慮さるべき諸ファクターに関するあら

ゆる情報が公開されるという前提の下で社会諸集団が自

由に利害表明をおこなうなかで自主的かつ民主的に利害

調整をおとなうシステムを創造することによ η てのみ可

能であろう。つま Pここでもまた問題解決の錠は，社会

生活における民主主義的原則の深化のなかにこそ求めら

れるべきであったとおもわれるのである。

ζの点では，たとえばアンドレ・ゴ、／Cノツの見解が注目

に値する。彼は『困難な社会主義』（邦訳1969年，合同出

版刊）のなかで，政府と「階級J，階層，個人との聞の利

102 

害対立に表現される具体的個人と社会的｛同人，個人的利

益と全体的利益の背離について分析をおこな〉て＇＂色。

（この問題については，ヴェソウォアスキー教授は，「階

級階層問の対立から派生するいくつかの闘越に論及して

いるにすぎない。）このなかでゴルツは欠乏出稀少性の社

会主義，蓄積の社会主義にあっては，搾取は廃絶される

が，疎外を廃絶することはできないとし，分業と労働編

成の中央集権化，欲望の生産への従属，個人的利益と全

体利益の背離は不可避であるとしている。つぎにこうし

た疎外を克服するものとして彼は欠乏の克服と制度の内

部的民主化を提起し，後者については党，労働組台，諸

社会同体の在り方をも根本的に変革すべきであると主張

しているのである。

ゴルツが述べるまでもなく，社会主義諸国において最

近おこづた一連の諸事件は，資本主義に生きるわれわれ

をも含めて，社会主義的民主主義の在り方について多く

の問題と分析素材を提起している。共産主義建設過程に

おける民主主義の役割，特に半封建的社会構成体からU、

きな I)fJ'.」会主義に移行した社会におけるiそ主1て主主（デfレ

ジヨア民主主義も含めて）の意義，前tf：会主2義時代におけ

るiモ一一主－義のh比聖！＼度と共産主義建設における凶難j主の関

係等（1万れ可題i土’今日においては，単に理論的問題ではな

くて，実践的問題となっているといえる。今日，一連の

社会主義諸国で民主化の要求が高まりつつあることは，

このことを証明しているし，さらにすすんで社会主義諸

国がようやく蓄積の社会主義の段階から脱け出して，共

産主義建設の本来の出発点に到達しつつあるととを予想

させるものである。だがまさにとのIi.fl）－で，民主化運動

が敵悦されるなどに示されるように、社会主義が方山を

見失－，k7J、のような現象があらわれてし、る。本書は，こ

うし三l(J二化の要求を背景にして， i立jf/:つけるH寺，今後

の方1,,Jを模索するもののひとつとして注目に値するとい

えるだろう。

〈調査研究部平泉公雄〉


	I はじめに
	II マルクスの階級支配論
	III 社会主義社会の社会的成層
	IV ポーランドにおける階級構造の変化
	V 社会主義社会における階級構造変革の計画と予測
	VI 若干のコメント

